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ミレアグループ概要・報告書について 

社長メッセージ・経営理念 

CSR憲章・CSR推進体制 

コーポレート・ガバナンス 

人間尊重自由闊達∵り

コンプライアンス 、「人間尊重」、「地球環境保護」、「地域・社会への貢献」、

「コンプライアンス」、「コミュニケーション」の6項目から構成されており、このCSR報

告書はそれに沿った活動内容をお客様、





経営理念を実践し、

社会とともに持続的成長を遂げることにより、

「企業の社会的責任（CSR）」を果たします。
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ごあいさつ

ミレアグループにとって、





持続的成長

続的成長への貢献が自らの発展につな
がること、ステークホルダーを世界的 コンパクトへの参加を

表明しました。国連グローバル・コンパクト（以下「国

践するとともに、その内容を多様

なコミュニケーション手段を通じ

て積極的に発信していきます。
・安全と健康に配慮した活力ある労働環境を確保し、人材育成をはかります。
・プライバシーを尊重し、個人情報管理を徹底します。

○地球環境保護
・地球環境保護がすべての企業にとって重要な責務であるとの認識に立ち、地球
環境との調和、環境の改善に配慮して行動します。

○地域・社会への貢献
・地域・社会の一員として、異なる国や地域の文化や習慣の多様性を尊重し、時
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CSR憲章／CSR推進体制

CSR推進体制

ミレアグループでは、CSR憲章の制定にあわせて、グループ



させます。

株 　 主 　 総 　 会  

取締役会 
（取締役【財務企画部 
・経理部 
・事業管理部 
・人事部 
・総合管理部 

・ 部 
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CSR基本計画

ミレアグループでは、グループ全体で一体感を持った取り組みを進めることを目的に「ミレアグループ2005年
CSR基本計画」を策定しました。

2005年度ミレアグループCSR基本計画

ミレアグループではCSR憲章を実践するための計画として、

2005年度ミレアグループCSR基本計画を策定しました。

2005年度はグループにおけるCSR取り組み元年であり、計

画策定にあたっては、グループ全社、全社員にCSRの取り組

み浸透を図ることを最優先としました。

この基本計画は、CSR憲章で謳われている6つの項目から構成さ

れています。東京海上日動では個別に計画を策定し、ミレアホー

ルデ
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熊本支店では台風16号、18号台風上陸薬 「係りの人が電話連絡もしないのに新聞を

見てきたとのことで感心しました。本当に助かりました。」との感謝の言葉をいただきました。

東京海上日動 九州損害サービス第二部 熊本損害サービス第二課　谷口 典亨

迅速な待 時の8倍近い件数のお支払い手続きをとった日もありましたが、膨大な件数を前に個人による努力の限作業効率の改善に成功しましたが、一緒に苦難を乗

り越えたスタッフとその後も固い友情で結ばれたことを得がたく感じました。
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個人情報漏えい保険

個人情報保護法の施行など高まる個人

情報漏えいリスクに備えるための商品

として、2004年4月から「個人情報漏

えい保険」
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■ 京都支店での取り組み ■ 









商品・サービス







29

2004年度は、国内外で自自然災害による保険金支払額は過去最高となりました。保険会社は、リスクを対象とした事業

を営んでおり、また、企業・個人を問

わず、最も広範に社会と接している業

種の一つであり、今後、ますます自然

災害を含めた環境リスクに対応した商品

の開発や金融∵1期プロジェクト）を終了し、フィ環境方針を定め、環境問題に取り組んでいます。

津波被害を軽減したマングローブ
（手前は破壊された桟橋）

1

2
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商品・サービス 人間尊重 地球環境保護

地域・社会への貢献 コンプライアンス コミュニケーション
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地球環境保護

保険事業での取り組み

自然・天候関連

ウェザープロテクション

東京海上日動では、





地球市民フォーラム

2004年6月、朝日新聞の創刊125周

年を記念して、「地球市民フォーラム～

Sustainable Japan 2004」が開催

されました。本フォーラムの分科会に

て、東京海上の総務部社会環境室（当

時）の宮本惣一郎が「企業と?极

戚や被ヶ→

「マングローブ植林プロジェクト」につい

てのビデオ上映やパネル展示、「エコ対策
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地球環境保護

地域貢献・国際交流

マングローブは、水産資源をはじめと

して、地域住民の生活に欠かせない

様々な物資を提供します。マングロー

ブ植林は、地域の人々の生活環境の安

定と向上に寄与しています。
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商品・サービス

鼠銘畠憤
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地域・社会への貢献

社 拾組参(
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商品・サービス
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コンプライアンス

コンプライアンス
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「社内ノーマライゼーション推進センター」

「東京海上リスクコンサルティング（株）」を設立ボランティア休暇制度開発 （定型パターン開発） 

「

国

連

環

境

計

画

・



□国連グローバル・コンパクト対照表 

 

腐敗

 

防止

 

１　ビジョンと戦略  
　1.1 　 持続可能な発展への寄与に関する組織のビジョンと戦略に関する声明 
　1.2 　 報告書の主要要素を表す最高経営責任者の声明 
２　♯ 燓0詥　 持続可銅　 持続可及　 持続可 販∵　 持続可 　 持続可∵ 　 10 発、また報比含の―：ばー条ま、つば：業）【発なべó場柄業）克の染質業）環べよび理．影窃6）者柄‒ 吸受業上他）　　2.22　 報告書利用者が、個別施設の情報も含め、組織の活動の経済・環境・社会的側面に関する追加情報報告書を入手できる方法 
３　統治構造とマネジメントシステム 看 畇 闤  取締役会への株主による勧告ないし指導のメカニズム 
　ステークホルダーの参画  
　3.9  主要ステークホルダーの定義および選出の根拠 
　
3.10

 
ステークホルダーとの協議の手法。協議の種類別ごとに、またステークホルダーのグループごとに協議頻度に換算して報告。
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